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●休診日 日･祝
 木･土（午后休診）

守山自衛隊

金屋

愛知銀行

至春日井

守山
図書館
守山
図書館 社会教育

センター

名鉄瀬戸線名鉄瀬戸線
瀬戸街道

守山自衛隊前守山自衛隊前

至
小
幡
・
瀬
戸

至
矢
田



3

番　

組

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
三
味
線
大
合
奏
「
民
謡
名
曲
選
」

第
一
幕　

民う

た謡
は
旅
人

　
　
一
場
　
愛
知
県
の
発
掘
民
謡

　
　
　
　
　
　
合
唱
「
豊
浜
須
佐
小
唄
」「
高
針
音
頭
」「
高
針
炭
坑
節
」

　
　
二
場
　
う
た
で
綴
る
日
本
の
旅

　
　
三
場
　
旅
立
ち

　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
「
ざ
い
踊
り
唄
」

　
　
四
場
　
民
謡
う
た
景
色

第
二
幕　

絃
の
奏
で
合
い
「
名
取
三
味
線
四
部
合
奏　

箏
と
共
演
」

　
　
　
　
　「
月
の
う
た
四
題
」「
尾
鷲
節
」「
木
曽
節
」

第
三
幕　

粋
な
浮
世
の
糸
し
ら
べ
「
端
唄
と
俗
曲
」

第
四
幕　

特
別
出
演　

語
り
継
ぐ
う
た
の
心

　
　
一
場
　
宮
古
島
思
い
出
の
旅
「
芭
蕉
布
」

　
　
二
場
　
う
た
絵
巻
つ
れ
づ
れ

　
　
三
場
　
蟹
江
尾
八
の
弾
語
り
「
四
季
を
う
た
う
」
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こ
の
た
び
、
第
二
十
一
回 

民
謡
と
端
唄 

蟹
江
尾
八
会「
民う

謡た

は
旅
人
」
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

人
々
の
生
活
の
中
で
生
ま
れ
、日
本
の
豊

か
な
自
然
と
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
て
き
た

民
謡
・
端
唄
は
、
幾
世
代
に
も
わ
た
っ
て
唄

い
継
が
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
と
し
て
、
私
た
ち
の
心
に
安
ら
ぎ
や
潤
い
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
蟹
江
尾
八
会
の
皆
様
方
が
、
蟹
江
尾
八
先
生
の
熱
心
な
御
指
導

の
も
と
、
長
年
に
わ
た
り
民
謡
・
端
唄
の
普
及
と
発
展
の
た
め
御
尽
力
さ
れ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
本
県
の
文
化
振
興
に
と
り
ま
し
て
、
誠
に
意
義
深
く
、
心

か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

文
化
芸
術
は
、
長
き
に
わ
た
っ
て
そ
の
地
に
根
ざ
し
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
く
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
り
ま
す
。
来
年
は
、
愛
知
か
ら
世
界
に
向
け

て
新
た
な
文
化
芸
術
を
創
造
・
発
信
す
る
、国
際
芸
術
祭「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
二
〇
一
三
」
の
開
催
年
で
あ
り
、
当
地
域
の
文
化
芸
術
活
動
を
一
層
活
性
化
さ

せ
、魅
力
あ
る
愛
知
を
め
ざ
し
て
ま
い
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
御
出
演
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
の
御
精
進
の
成
果
を
十
分

に
発
揮
さ
れ
、
心
和
む
素
晴
ら
し
い
唄
声
と
演
奏
を
御
披
露
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

御
期
待
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
当
地
域
の
文
化
振
興
の
た
め
に
、

引
き
続
き
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
蟹
江
尾
八
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
御
健

勝
、御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、お
祝
い
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

祝　

辞

大　

村　

秀　

章

愛
知
県
知
事

名
古
屋
市
長

　

心
地
よ
い
風
と
と
も
に
、遠
出
の
旅
に
誘
う
季
節
を
迎
え
、皆
様
に
は
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、第
二
十
一回
蟹
江
尾
八
会「
民う

た謡
は
旅
人
」
の
開
催
に
当
た
り
、格
別

な
る
ご
支
援
を
賜
り
、ま
た
ご
協
賛
下
さ
い
ま
し
た
関
係
者
各
位
、舞
台
を
支
え

て
い
た
だ
き
ま
す
先
生
方
、舞
台
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
、
東
北
大
震
災
や
こ
の
地
を
襲
っ
た
水
害
な
ど
青
天
の
霹
靂
で
滅
入
っ

て
い
る
中
、
私
に
と
って
つ
ら
い
出
来
事
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
恩
師
で
あ
り
、
芸

能
の
父
で
あ
る
千
藤
幸
蔵
先
生
、
第
二
回
の
蟹
江
尾
八
会
か
ら
舞
台
を
支
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
母
の
よ
う
な
、
園
三
藤
先
生
の
他
界
と
、
あ
ま
り
に
も
突
然
の

出
来
事
で
途
方
に
暮
れ
ま
し
た
。

　

芸
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
ま
た
厳
し
く
向
き
合
わ
れ
て
い
た
、
二
人
の
先
生
に
出

会
い
多
く
の
薫
陶
を
受
け
た
こ
と
に
感
謝
し
、そ
の
御
意
志
を
受
け
継
い
で
ゆ
く

所
存
で
す
。

　

千
藤
先
生
の
教
え
の
中
で
、
三
味
線
音
楽
の
基
本
を
し
っ
か
り
と
マ
ス
タ
ー
す

る
こ
と
で
、一層
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、邦
楽
と
し
て
の
学
理
の
理
解
が
大
切
で
視

野
が
広
が
り
ま
す
。

　

蟹
江
尾
八
会
で
は
、
こ
れ
を
基
に
音
楽
の
楽
し
さ
を
求
め
、
こ
の
舞
台
に
反
映

さ
せ
た
く
会
員
一同
努
め
ま
す
の
で
ご
拝
聴
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

蟹　

江　

尾　

八

民
謡
と
端
唄
　
蟹
江
流
家
元

　

こ
の
た
び
、
第
二
十
一
回
民
謡
と
端
唄 

蟹
江
尾
八
会「
民う

謡た

は
旅
人
」
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

各
地
の
歴
史
や
風
土
に
根
ざ
し
、
人
々

の
心
情
や
四
季
折
々
の
情
緒
を
宿
し
た
民

謡
と
、
江
戸
時
代
に
庶
民
の
間
で
広
く
流

行
し
、
現
代
に
江
戸
文
化
の
粋
を
伝
え
る
端
唄
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
大
切
に
唄

い
継
が
れ
、今
も
な
お
私
た
ち
の
心
を
ひ
き
つ
け
て
や
ま
な
い
伝
統
文
化
で
す
。

　

蟹
江
尾
八
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
々
研
鑽
を
重
ね
ら
れ
、
定
期

的
に
発
表
会
を
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
民
謡
と
端
唄
の
伝
承
と
普

及
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
地
道
な
ご
活
動
は
、当
地
域
の
文
化
の
発

展
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
り
、深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

当
地
域
は
、「
芸
ど
こ
ろ
」
と
言
わ
れ
、
昔
か
ら
文
化
芸
能
の
活
動
が
盛
ん
で

あ
り
、
史
跡
や
文
化
財
な
ど
の
誇
る
べ
き
文
化
資
産
も
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

本
市
で
は
、「
文
化
共
創
の
ま
ち
名
古
屋
」
を
目
指
し
、こ
れ
ら
の
魅
力
を
積
極

的
に
発
信
し
な
が
ら
、後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
名
古
屋
の
文
化
芸
能
を
一
緒
に

培
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
ご
出
演
さ
れ
る
皆
様
に
は
、
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
さ

れ
、
す
ば
ら
し
い
唄
声
と
演
奏
を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
会
の
ご
盛
会
と
蟹
江
尾
八
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
、

な
ら
び
に
会
員
の
皆
様
の一
層
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

お
祝
い
の
こ
と
ば

河　

村　

た　

か　

し
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こ
の
度
、
民
謡
と
端
唄 

蟹
江
尾
八
会
の
第
二
十
一
回
の
発
表
会
が

「
民う

た謡
は
旅
人
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
中
京
大
学
文
化
市
民
会
館
プ
ル
ニ

エ
ホ
ー
ル
に
於
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

第
一
回
の
発
表
会
が
平
成
四
年
四
月
五
日
に
名
古
屋
芸
術
創
造
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て
華
々
し
く
開
催
さ
れ
て
以
来
、
回
を
重
ね
て
今
回
で

二
十
一
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
に
あ
っ
て
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
愛
知
万
博
を
は
じ
め
、
毎
年
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
民

謡
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
さ
れ
、
常
に
優
秀
な
成
績
を
挙
げ
ら
れ
、
愛
知
県
は
元
よ
り
全
国
各
地
に
蟹
江
尾

八
会
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
る
と
共
に
、
我
が
国
の
伝
統
芸
能
の
ひ
と
つ
で
あ
る
民
謡
・
端
唄
の
普
及
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
功
績
は
誠
に
多
大
で
あ
り
、心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

家
元
、尾
八
先
生
は
民
謡
・
端
唄
の
優
れ
た
指
導
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、全
国
各
地
の
民
謡
・
端
唄
の
発
祥
の
ル
ー
ツ

や
そ
の
普
及
の
経
緯
に
つ
い
て
も
研
究
さ
れ
、
殊
に
愛
知
県
に
伝
わ
る
多
く
の
民
謡
の
発
掘
、
調
査
、
採
譜
と
い
っ

た
前
人
未
着
手
の
分
野
に
ま
で
研
究
を
進
め
ら
れ
、そ
の
成
果
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

人
生
八
〇
年
い
や
九
〇
年
と
い
わ
れ
る
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
今
、
民
謡
・
端
唄
は
心
豊
か
で
潤
い
の
あ

る
人
生
を
過
ご
す
た
め
の
糧
と
し
て
、益
々
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
唄
わ
れ
こ
と
で
し
ょ
う
。

蟹
江
尾
八
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
の
稽
古
に
よ
り
培
わ
れ
ま
し
た
成
果
を
、
本
日
こ
の
舞
台
で
遺

憾
な
く
発
揮
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
民
謡
・
端
唄
を
通
じ
て
輝
か
し
い
二
十
一
世
紀
の
地
域
づ
く
り
の
一
翼
を

担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
蟹
江
尾
八
会
の
益
々
の
御
発
展
と
、
社
中
の
皆
様
、
ゲ
ス
ト
の
先
生
、
御
来
席
の
皆
々
様
の
御
健
勝
と

御
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、私
の
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
祝
い
の
こ
と
ば

竹　

田　

光　

彦

名
古
屋
市
医
師
会
監
事
　
医
学
博
士

蟹
江
尾
八
会
顧
問

　

皆
々
様
に

お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す

ま
す
御
健
勝

の
こ
こ
と
お

慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
こ

の
度
は
、
第
二
十
一
回 

蟹
江
尾
八
会
発
表
会
に
ご

来
場
を
賜
り
ま
し
て
、誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
日
、
無
事
発
表
会
を
開
催
出
来
ま
す
の
も
、
皆

様
の
格
別
な
る
ご
支
援
と
、ゲ
ス
ト
の
諸
先
生
方
を

始
め
関
係
各
位
様
の
ご
協
力
の
賜
と
、心
よ
り
感
謝

致
し
ま
す
と
共
に
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
、
一
月
に
新
年
会
、
三
月
に
は
郷
土
民
謡

東
海
大
会
、
十
一
月
に
は
尾
鷲
節
大
会
、
十
二
月
に

は
忘
年
会
に
旅
行
と
、一
年
は
早
い
も
の
で
す
が
、

一
日
一
日
を
大
事
に
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

又
、
今
後
に
向
け
、
健
康
に
気
を
付
け
、
唄
と
三

味
線
の
お
稽
古
を
が
ん
ば
っ
て
参
り
ま
す
。

　

二
十
一
回
の
本
日
の
公
演
、日
頃
の
成
果
を
発
揮

で
き
ま
す
よ
う
、会
員
一
同
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、

最
後
ま
で
ご
ゆ
っ
く
り
ご
鑑
覧
頂
ま
す
よ
う
、宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

蟹
江　

尾
乃
端

蟹
江
尾
八
会
会
長

春日井店
愛知県春日井市六軒屋町3－187
 0568－48－1181
 0120－92－8981
営業時間　10：00 ～ 18：00

栄店
名古屋市中区栄3－18－1　ナディアパーク3F
 052－238－1275
営業時間　11：00 ～ 20：00（ラストオーダー　19：30）

江南店
愛知県江南市江森町南76
 0587－51－0080
 0120－30－8228
営業時間　10：00 ～ 18：00

LIVING STUDIO

www.lacasa.co.jp
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家元　蟹江　尾八

蟹江　しほ蟹江　礼子

藤本　秀諭 森　信佐句

唄

斎　千龍

祝　第21回　蟹江尾八会発表会

森 　 民 謡 会
会主　　森　信佐句

〒485-0075 小牧市三ッ渕1911−3　TEL〈0568〉72−7328

第21回  蟹 江 尾 八 会祝
日本のうた　斎 千 龍 の 会

会 主 斎　千龍
本部 〒481-0044　北名古屋市加島新田加島西53
 TEL／FAX：0568-22-4701

村井　哲鷲
（賛助出演）
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音
楽

小島　範子

旅
人
（
司
会
）

沢田　順二

（
尺
八
・
笛
）

望月 左登貴美

（
鳴
物
）

11

踊
り

牧野　法子

東遊会社中

琉球舞踊

渡邊　美智子
島尻　節子
松川　苗子

北辰神桜流桜松会

山本　薫松

園流新舞踊研究所

〒４67－0056　名古屋市瑞穂区白砂町2-11　レージュ白砂301
TEL：052－835－0566

代表　園　藤泉　　副代表　園　藤裕

祝　第21回　民謡と端唄　蟹江尾八会

会主　牧　野　法　子
名古屋市瑞穂区白羽根町 2−50−2　（052）841−8778

野村　祐子

（
箏
）

正絃社合奏団

園　藤泉

園　藤裕

園流新舞踊
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蟹江　尾登吉

蟹江　尾乃玉蟹江　尾乃端

蟹江　尾泉 蟹江　尾風 蟹江　尾馨

大
師
範

蟹江　尾保

13

総
師
範

師
範

総
師
範

祝　第21回　蟹江尾八会

蟹 江 尾 馨 会
会主 　 蟹 江 尾 馨
小牧市大字大草4425

TEL：0568−79−2462（梶田 千鶴子）

祝　第21回　蟹江尾八会

蟹 江 尾 風 会
会主 　 蟹 江 尾 風
あま市木田五反田5−43

TEL：0561−55−3387（竹田 育代）

祝　第21回　蟹江尾八会

蟹 江 尾 乃 玉 会
会主 　 蟹 江 尾 乃 玉

岐阜県可児市二野1553−3
TEL：0574−63−6697

祝
第21回　民謡と端唄　蟹江尾八会

蟹 江 尾 登 吉 会
会主　蟹 江 尾 登 吉

名古屋市緑区鳴海町字伝治山1−5−3−107
TEL : 891−9237
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蟹江　尾登弥

（
尾
登
吉
門
下
）

蟹江　風賀

（
尾
風
門
下
）

蟹江　尾花

15

師
範

師
範

蟹江　尾乃和

蟹江　尾紅

蟹江　尾桃

準
師
範

蟹江　馨雅

（
尾
馨
門
下
）

蟹江　馨久

（
尾
馨
門
下
）

蟹江　尾玲

蟹江　尾蜻

蟹江　尾京

蟹江　尾栄

名
取

蟹江　尾乃八重

出
演
者

大　勢　清　子
夏　目　楓　子
開　本　孝　子
大河内　順　子
夏　目　果代子
夏　目　実代子
森　　　佐利志
安　本　絹　子
池　本　ひ　な
池　本　ゆ　い
西　村　　　勲
高　田　かつ子
恒 川 義 朗
伊　藤　洋　子
小　島　莉　子
大　塚　芳　恵
鬼　頭　千代子
近　藤　美代子
徳　竹　妙　子
山　川　恵　子
久 米 龍 子
中　野　美代子
井　上　万里子
栗 原 采 子
今 村 菖 愛

（９歳）
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第
一
幕
　
民う

た謡
は
旅
人

開
会
の
挨
拶

大
会
委
員
長

蟹
江
　
尾
乃
端

プ
ロ
グ
ラ
ム

〒466-0064
名古屋市昭和区鶴舞2丁目21−7　グランマルシェ、コバリ内
 TEL&FAX（052）882−5017
〒460-0011
名古屋市中区大須3丁目10−26
 TEL&FAX（052）242−8007

宮川生花店
尾　八　会　御　用　達

市　内　配　達　無　料

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
三
味
線
大
合
奏
「
民
謡
名
曲
選
」

◆
◆
◆ 

一
場　

愛
知
県
の
発
掘
民
謡 

◆
◆
◆

よ
さ
こ
い
節　

原
釜
大
漁
祝
唄　

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
道
中
唄

六
下
り
替
手
入
り

1

伊
藤 

洋
子

高
田 

か
つ
子

西
村 

勲

大
河 

内
順
子

安
本 

絹
子

今
村 

菖
愛

栗
原 

采
子

徳
竹 

妙
子

鬼
頭 

千
代
子

大
塚 

芳
恵

中
野 

美
代
子

井
上 

万
里
子

森 

佐
利
志

開
本 

孝
子

大
勢 
清
子

蟹
江 
尾
京

蟹
江 

尾
玲

蟹
江 

尾
紅

蟹
江 

尾
乃
和

蟹
江 

馨
久

蟹
江 

馨
雅

蟹
江 

尾
花

蟹
江 

尾
登
弥

蟹
江 

風
賀

夏
目 

楓
子

蟹
江 

尾
保

蟹
江 

尾
泉

蟹
江 

尾
登
吉

蟹
江 

尾
乃
玉

蟹
江 

尾
風

蟹
江 

尾
馨

蟹
江 
尾
八

蟹
江 
し
ほ
（
六
下
り
）

蟹
江 
礼
子
（
六
下
り
）

蟹
江 

尾
桃
（
六
下
り
）

蟹
江 

尾
蜻
（
六
下
り
）

蟹
江 

尾
乃
八
重
（
六
下
り
）

（舞台前列よりの並び順）

三
味
線
：
尾
馨
　
尾
泉

高
田 

か
つ
子

蟹
江 

尾
栄

蟹
江 

尾
花

蟹
江 

馨
久

蟹
江 

馨
雅

徳
竹 

妙
子

鬼
頭 

千
代
子

大
塚 

芳
恵

山
川 

恵
子

久
米 

龍
子

（並び順）

三
味
線
：
尾
馨
　
尾
泉

開
本 

孝
子

大
勢 

清
子

蟹
江 

尾
京

蟹
江 

尾
玲

蟹
江 

尾
桃

蟹
江 

尾
保

蟹
江 

尾
乃
玉

蟹
江 

尾
乃
和

蟹
江 

尾
紅

伊
藤 

洋
子

（並び順）

豊

浜

須

佐

小

唄

合
唱【

愛
知
県
】
南
知
多
町
豊
浜
港
（
旧
名
須
佐
）

は
、元
禄
時
代
よ
り
江
戸
と
の
交
流
が
盛
ん

で
、千
石
船
も
出
入
り
し
「
壁
と
吉
原
、須
佐

で
待
つ
」
と
言
わ
れ
、そ
の
繁
栄
ぶ
り
が
窺
え

る
。こ
の
唄
は
平
成
五
年
に
か
つ
て
地
元
の

花
柳
界
で
活
躍
し
て
い
た
、大
橋
よ
し
ゑ
さ

ん
の
記
憶
を
も
と
に
、蟹
江
尾
八
が
採
譜
編

曲
し
た
曲
。

2

発
掘
・
編
曲
：
蟹
江
尾
八

踊
り
：
東
遊
会
社
中

高

針

音

頭

合
唱【

愛
知
県
】
民
謡
研
究
家
の
加
藤
政
次
氏
に
よ

り
収
録
さ
れ
た
高
針
地
方
の
盆
踊
り
唄
で
、

当
時
は
「
か
ん
す
ぽ
い
唄
」（
蚊
を
追
っ
払
う

唄
）
と
呼
ば
れ
蚊
を
追
い
払
う
手
振
り
で
踊

ら
れ
、昭
和
五
〇
年
の
放
送
で
盆
踊
り
が
復

活
し
、平
成
二
二
年
に
原
曲
を
も
と
に
、蟹
江

尾
八
が
整
理
し
た
曲
。

3

採
譜
：
蟹
江
尾
八

〒464-0071　名古屋市千種区若水三丁目21番5号 
　TEL（052）721-5025

見 田 玲 子  
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三
味
線
：
尾
馨
　
尾
泉

安
本 

絹
子

大
河 

内
順
子

蟹
江 

風
賀

蟹
江 

尾
乃
端

蟹
江 

尾
風

蟹
江 

尾
登
吉

蟹
江 

尾
登
弥

蟹
江 

尾
蜻

蟹
江 

尾
乃
八
重

夏
目 

楓
子

（並び順）

高

針

炭

坑

節

合
唱【

愛
知
県
】
明
治
の
中
頃
か
ら
こ
の
地
方
で

は
盛
ん
に
亜
炭
が
採
掘
さ
れ
、石
炭
に
比
べ

て
粗
悪
で
岩
木
と
呼
ば
れ
て
い
た
。こ
の
唄

は
、常
磐
炭
坑
節
と
同
じ
旋
律
で
、他
に
も
栃

木
県
に
野
良
仕
事
唄
が
こ
の
旋
律
で
残
さ
れ

て
い
る
。

4

発
掘
・
編
曲
：
蟹
江
尾
八

置
賜
し
ょ
う
が
い
な

久

米

龍

子

三
味
線
：
尾
乃
玉
　
尾
乃
和

【
山
形
県
】
置
賜
地
方
（
米
沢
地
方
）
は
、会
津
と
交
流
が
深
「
会
津
目
出
度
」
が
伝
わ
り
土
着
し
、「
し
ょ

う
が
い
な
」
と
し
て
歌
わ
れ
た
。や
が
て
こ
の
唄
は
上
の
山
地
方
に
広
ま
り
、酒
宴
の
席
で
の
一
番
最
初

の
祝
い
唄
と
し
て
現
在
で
も
歌
わ
れ
て
い
る
。

6

木

更

津

甚

句

近
　
藤
　
美
代
子

三
味
線
：
尾
馨
　
尾
花

【
千
葉
県
】
江
戸
時
代
末
期
に
江
戸
の
花
柳
界
で
流
行
し
た
「
二
上
り
甚
句
」
が
木
更
津
化
し
、木
更
津
生

ま
れ
の
落
語
家
柳
勢
が
江
戸
の
高
座
で
歌
い
だ
し
大
流
行
し
た
、野
性
的
な
唄
で
も
と
は
舟
唄
だ
っ
た
。

5 ◆
◆
◆ 

二
場　

う
た
で
綴
る
日
本
の
旅 

◆
◆
◆

城

崎

さ

わ

ぎ

大

塚

芳

恵

三
味
線
：
尾
馨

【
兵
庫
県
】
城
崎
市
は
県
の
北
端
、大
谿
川
の
清
流
に
接
し
た
名
湯
の
地
で
、古
今
集
や
増
鏡
に
も
記
さ
れ
て

い
る
ほ
ど
歴
史
は
古
く
、山
陰
を
代
表
す
る
湯
の
町
と
い
わ
れ
る
城
崎
温
泉
で
歌
わ
れ
る
宴
席
さ
わ
ぎ
唄

で
あ
る
。

7

よ

へ

ほ

節

鬼
　
頭
　
千
代
子

三
味
線
：
尾
乃
玉

【
熊
本
県
】
大
宮
神
祭
の
灯
篭
祭
は
毎
年
八
月
に
行
わ
れ
、祭
神
景
行
天
皇
が
昔
、根
菊
池
川
の
靄も
や

の
た
め

道
に
迷
い
、里
人
が
松
明
を
か
ざ
し
て
道
案
内
を
し
た
と
い
う
故
事
に
よ
り
、後
に
紙
細
工
で
金
灯
篭
を

模
し
た
山
鹿
灯
篭
を
奉
献
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、娘
た
ち
が
頭
に
灯
篭
を
い
た
だ
き
白
地
の
揃
い
の
浴

衣
で
千
人
灯
籠
踊
り
も
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
優
美
な
姿
が
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

8

宇

和

島

さ

ん

さ

山

川

恵

子

三
味
線
：
尾
風
　
尾
登
吉

【
愛
媛
県
】「
竹
に
雀
」
は
仙
台
藩
の
定
紋
で
、伊
達
正
宗
の
長
男
の
宇
和
島
藩
主
伊
達
秀
宗
の
「
我
は
宇

和
島
の
伊
達
な
り
」
と
い
う
意
識
か
ら
、藩
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
曲
で
あ
る
が
、む
し

ろ
望
郷
の
念
が
感
じ
ら
れ
る
。

9

　　　指圧・マッサージ・はり・きゅう・小児針

　野川鍼灸院
　平日／午前9時〜午後6時　日曜／午前9時〜午後4時

　　＜定休日＞木曜日･第二土曜･祝日

　〒467-0803　名古屋市瑞穂区中山町3−12　TEL（052）841−1229

出張もいたします

■ 井 澤 絵 具 製 造 所  
取締役社長　井 澤 良 彰

本社　〒507-0047  多治見市富士見町2−34
TEL〈0572〉22−5008（代表）
FAX〈0572〉24−2323（代表）

■イザワピグメンツ 
取締役社長　井 澤 良 彰

池田工場　〒507-0048  多治見市池田町9−170
TEL〈0572〉24−1668

FAX〈0572〉24−2323（代表）

株式
会社

株式
会社

｝含金絵具・
陶磁器用
硝 子 用
琺 瑯 用 ｝絵具

耐酸
各種無鉛

一般

世界に伸び行くイザワカラー

石

狩

川

流

れ

節

徳

竹

妙

子

三
味
線
：
し
ほ
　
礼
子

【
北
海
道
】
北
海
道
の
屋
根
と
言
わ
れ
る
大
雪
連
邦
か
ら
流
れ
出
る
雄
大
な
「
石
狩
川
」
は
旭
川
一
帯
を

潤
し
、そ
の
豊
か
な
土
地
を
歌
い
込
ん
だ
新
民
謡
で
、男
性
的
な
山
を
男
前
と
表
現
し
て
い
る
。

10
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笠

野

浜

甚

句

伊

藤

洋

子

三
味
線
：
尾
馨
　
尾
登
吉
　
尾
登
弥

【
宮
城
県
】
福
島
県
と
の
県
境
の
山
元
町
笠
野
浜
で
古
く
か
ら
歌
わ
れ
て
い
る
海
の
匂
い
の
す
る
生
活
の

唄
で
、「
石
投
甚
句
」の
元
唄
で
あ
り
、花
柳
界
で
流
行
し
た「
塩
釜
甚
句
」と
同
系
の
唄
で
あ
り
な
が
ら
、

こ
の
唄
は
ひ
な
び
た
節
回
し
に
魅
力
を
秘
め
て
い
る
。

11

名
古
屋
甚
句
前
唄
本
唄

恒

川

義

朗

三
味
線
：
尾
乃
玉

【
愛
知
県
】
明
治
八
〜
一
〇
年
頃
、源
氏
節
芝
居
に
い
た
「
岡
本
美
代
治
」
と
、美
声
の
芸
妓
の
「
甚
鍵
」
に

よ
り
名
古
屋
で
大
流
行
し
、人
気
を
二
分
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、明
治
後
期
に
一
時
衰
退
す
る

も
、清
元
お
葉
に
師
事
し
た
名
妓
「
甚
ふ
く
」
に
よ
り
「
甚
登
代
」
に
伝
え
ら
れ
、現
在
は
そ
の
唄
が
主
流

で
あ
る
。

12

西

尾

節

西

村
　
　

勲

三
味
線
：
尾
馨

【
愛
知
県
】
こ
の
地
は
「
三
河
万
歳
」
の
盛
ん
な
所
で
あ
り
、全
国
を
廻
っ
た
門
付
け
芸
人
に
よ
っ
て
、旅
の
土

産
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
も
の
で
、別
名
を
「
名
古
屋
四
季
音
頭
」
と
い
わ
れ
、元
唄
は
名
古
屋
の
も
の
ら
し
い
。

14

仙

台

よ

し

こ

の

開

本

孝

子

三
味
線
：
尾
乃
玉
　
尾
保
　
尾
乃
和
　
尾
紅

【
宮
城
県
】
お
伊
勢
ま
い
り
の
土
産
に
持
ち
帰
っ
た
唄
で
、そ
の
土
地
で
独
自
の
曲
と
な
り
定
着
し
、仙
台

で
は
酒
席
の
お
座
敷
唄
と
な
っ
た
。「
現
金
で
掛
け
値
な
し
」は
、正
札
販
売
を
世
界
で
初
め
て
実
現
し
、

呉
服
を
一
般
庶
民
に
も
広
め
た
「
三
越
」
の
こ
と
で
あ
る
。

15

開

田

の

嫁

入

唄

高
　
田
　
か
つ
子

三
味
線
：
尾
風
　
風
賀

【
長
野
県
】
ど
こ
と
な
く
哀
愁
が
あ
る
唄
で
、結
婚
式
の
当
日
仲
人
が
嫁
を
貰
い
受
け
に
行
っ
た
と
き
、わ
ら

じ
酒
と
い
う
門
出
の
酒
を
ふ
る
ま
わ
れ
た
あ
と
こ
の
唄
を
歌
っ
て
送
り
出
す
。江
戸
時
代
の
流
行
り
唄
「
コ

チ
ャ
エ
節
」
が
こ
の
山
奥
の
里
村
に
あ
る
の
は
、こ
の
木
曽
と
の
交
流
が
窺
え
る
。

13

生

保

内

節

安

本

絹

子

三
味
線
：
尾
泉
　
尾
乃
八
重

【
秋
田
県
】
仙
北
郡
生
保
内
地
方
の
盆
踊
り
唄
で
、酒
盛
唄
と
し
て
も
歌
わ
れ
、秋
田
民
謡
の
中
で
も
最
も

古
く
、三
〇
〇
年
も
歌
い
継
が
れ
て
き
た
。生
保
内
東
風
（
お
ぼ
ね
だ
し
）
と
い
う
宝
風
の
稲
に
も
た
ら

す
恵
み
を
詠
い
上
げ
た
米
ど
こ
ろ
ら
し
い
唄
で
あ
る
。

16

新

相

馬

節

森
　
　
　
佐
利
志

三
味
線
：
し
ほ
　
礼
子

【
福
島
県
】
相
馬
市
中
村
町
の
堀
内
秀
之
進
が
「
草
刈
唄
」
に
「
石
投
甚
句
」
を
入
れ
整
え
た
曲
で
、哀
愁

を
誘
う
哀
調
あ
ふ
れ
る
節
回
し
の
あ
る
曲
で
あ
る
。「
初
代
鈴
木
正
夫
」
が
歌
っ
て
全
国
に
広
ま
り
人
気

を
呼
ん
だ
。

17

〒466-0064　名古屋市昭和区鶴舞三丁目14−17
TEL〈052〉731−8375　FAX〈052〉731−5116

眼鏡専門

●定休日　毎週水曜日●

愛知県眼科医会指定店

〒467-0002　名古屋市瑞穂区川澄町3丁目19番地
TEL&FAX：052-852-3923　　e-mail：kojima-planning@sf.starcat.ne.jp

代表　小島 憲二

ウエディング　各種発表会
大切な記念の日を撮影します

北

海

鱈

釣

節

大
河
内
　
順
　
子

三
味
線
：
尾
泉
　
森
佐
利
志

【
北
海
道
】
鱈
漁
の
合
間
に
口
ず
さ
ん
だ
唄
で
、北
海
道
の
民
謡
家
た
ち
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
。元
唄
は

越
後
の
「
瞽
女
節
」
と
い
わ
れ
、単
調
に
な
ら
な
い
よ
う
歌
詞
を
生
か
し
た
歌
い
方
が
要
求
さ
れ
る
唄
で

あ
る
。

18
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◆
◆
◆ 

三
場　

旅
立
ち 

◆
◆
◆

豪

傑

節

大

勢

清

子

三
味
線
：
尾
風
　
尾
玲
　
尾
京
　
開
本
孝
子

【
熊
本
県
】
田
原
坂
は
西
南
戦
争
で
薩
摩
の
西
郷
隆
盛
が
敗
北
を
喫
し
た
激
戦
地
で
あ
り
、民
謡
「
田
原

坂
」
と
同
じ
歌
詞
だ
が
、こ
ち
ら
は
旧
制
高
等
学
校
の
学
生
に
持
て
囃
さ
れ
た
酒
宴
の
唄
で
、全
国
的
に

流
行
し
た
。

19

三
味
線
：
し
ほ
　
礼
子
　
夏
目
楓
子

夏
目 

果
代
子

池
本 

ひ
な

池
本 

ゆ
い

小
島 

莉
子

夏
目 

実
代
子

栗
原 

采
子

（並び順）

ざ

い

踊

り

唄

合
唱【

愛
知
県
】
名
古
屋
東
部
に
伝
承
さ
れ
て
い

た
、御
詠
歌
と
直
結
し
た
珍
し
い
盆
踊
り
唄

で
、昭
和
三
八
年
こ
ろ
に
加
藤
政
次
氏
が
古
謡

と
し
て
、東
一
社
に
住
む
「
柴
田
ふ
き
」
さ
ん

の
唄
で
録
音
し
た
も
の
か
ら
採
譜
し
た
。塵
払

い
（
は
た
き
）
を
「
ざ
い
」
と
い
い
、は
た
き
を

掛
け
る
よ
う
な
手
振
り
で
踊
ら
れ
て
い
た
手

切
子
唄
で
、現
在
尾
張
旭
市
の
印
場
地
区
の
鳳

采
会
が
保
存
会
と
し
て
伝
承
し
て
い
る
。

20

採
譜
：
蟹
江
尾
八

よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り

小

島

莉

子

三
味
線
：
し
ほ
　
尾
桃

【
高
知
県
】
土
佐
の
一
年
に
二
回
獲
れ
る
稲
作
の
雀
払
い
の
鳴
子
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、愛
媛
県
の
童
唄
「
猫

の
嫁
入
り
」
風
の
旋
律
に
「
よ
さ
こ
い
節
」
を
繋
ぎ
合
わ
せ
、昭
和
二
五
年
に
作
ら
れ
た
。

21

（
4
歳
）

り

ん

ご

節

池

本

ゆ

い

三
味
線
：
し
ほ
　
礼
子

【
青
森
県
】
り
ん
ご
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
と
し
て
、成
田
雲
竹
に
依
頼
さ
れ
作
ら
れ
た
民
謡
。曲
調
を
埼

玉
県
入
間
郡
で
歌
わ
れ
て
い
た
「
麦
踏
唄
」
か
ら
と
り
、三
味
線
伴
奏
を
高
橋
竹
山
に
頼
み
、佐
藤
り
つ
の
唄

で
吹
込
み
一
躍
有
名
と
な
っ
た
。

22

（
4
歳
）

尾

鷲

節

池

本

ひ

な

三
味
線
：
し
ほ
　
礼
子

【
三
重
県
】
毎
年
行
わ
れ
る
「
全
国
尾
鷲
節
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
人
気
を
呼
び
、一
躍
全
国
に
知
ら
れ
た
「
尾
鷲

節
」。起
源
は
江
戸
末
期
に
歌
わ
れ
た
「
何
処
ま
ま
節
」
で
、尾
鷲
神
社
の
祭
礼
の
道
中
唄
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
た
が
、大
正
六
年
に
囃
し
を
基
調
に
整
え
ら
れ
た
。こ
の
地
に
は
、江
戸
で
流
行
っ
た「
二
上
り
甚
句
」が「
長

浜
節
」
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
お
り
、当
時
の
繁
栄
振
り
が
窺
え
る
。

23

（
7
歳
）

南

部

俵

積

唄

夏
　
目
　
実
代
子

三
味
線
：
し
ほ
　
尾
乃
八
重

【
青
森
県
】
青
森
県
三
戸
郡
の
祝
唄
で
、正
月
の
縁
起
に
大
黒
頭
巾
を
被
り
、背
中
に
カ
マ
ス
を
背
負
っ
て

舞
う
門
付
芸
の
唄
で
、室
町
時
代
か
ら
す
で
に
存
在
し
て
い
た
「
大
黒
舞
」
な
ど
と
同
様
で
地
口
式
の
ほ

め
言
葉
で
歌
わ
れ
る
。現
在
で
は
祝
の
席
で
の
座
興
唄
と
し
て
演
じ
ら
れ
、人
気
曲
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

24

（
 11 
歳
）

卸売塩 干 物
業務用惣菜

大名古屋食品ビル　初　　幸
名古屋市熱田区千代田町17−8

TEL（052）682−0236

皆 様 の 健 康 相 談 室
処方せん調剤・医薬品

営業時間／AM9：00～PM8：00　　定休日／日曜日・祝祭日

鈴　木　薬　局
【本店】

瑞穂通り4丁目バス停前
（名古屋市瑞穂区瑞穂通４丁目）

TEL:(052)841－5370

【もりやま店】
ものえ内科クリニック隣
（名古屋市守山区向台1丁目）

TEL:(052)779－0172

【鈴木薬品美和店】
鈴木接骨院隣

（あま市花長茶木島26-1）

TEL:(052)442－7392

秋

田

大

黒

舞

夏
　
目
　
果
代
子

三
味
線
：
し
ほ
　
礼
子

【
秋
田
県
】
七
五
調
の
地
口
風
の
語
り
の
よ
う
な
形
で
歌
わ
れ
た
門
付
芸
と
し
て
、室
町
時
代
か
ら
江
戸

時
代
を
通
じ
、種
々
の
芸
能
に
吸
収
さ
れ
な
が
ら
各
地
で
古
い
形
を
残
し
て
土
着
し
て
い
る
。明
る
く
軽

快
で
の
び
の
び
声
を
張
っ
て
歌
い
あ
げ
る
楽
し
い
唄
で
、福
を
招
く
唄
と
し
て
歌
わ
れ
る
。

25

（
 11 
歳
）
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宮

津

節

蟹

江

尾

八

三
味
線
：
尾
泉
　
尾
乃
玉

踊
り
：
東
遊
会
社
中

【
京
都
府
】
北
前
船
で
栄
え
た
宮
津
は
、江
戸
時
代
の
花
柳
界
で
は
す
で
に
芸
妓
た
ち
に
よ
る
「
見
せ
る

芸
」が
行
わ
れ
て
お
り「
宮
津
踊
」と
い
わ
れ
、「
宮
津
節
」「
松
坂
」「
ア
イ
ヤ
エ
節
」の
三
つ
の
唄
が
あ
っ
た
。

28

堀

江

盆

唄

蟹
　
江
　
尾
乃
八
重

三
味
線
：
尾
馨
　
尾
蜻

【
大
阪
府
】
大
阪
で
も
特
に
格
式
が
高
か
っ
た
遊
里
、堀
江
花
街
を
中
心
に
歌
い
踊
ら
れ
た
盆
踊
り
唄
。本
来

義
太
夫
三
味
線
の
伴
奏
で
、笛
、太
鼓
、摺
鉦
が
加
わ
り
、優
美
な
花
街
の
踊
り
ら
し
く
洗
練
さ
れ
て
い
る
。

29

長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節

蟹

江

尾

京

三
味
線
：
尾
風
　
尾
玲
　
大
勢
清
子

【
長
崎
県
】
元
唄
は
上
方
の
「
豊
年
踊
り
」
と
か
、江
戸
の
俗
曲
「
い
た
こ
」
な
ど
と
言
わ
れ
定
説
は
な
い

が
、幕
末
前
後
の
長
崎
の
様
子
を
詠
っ
た
珍
し
い
詞
形
を
持
つ
唄
で
、昭
和
五
年
、丸
山
の
名
妓
「
愛
八
」

に
よ
っ
て
全
国
に
広
ま
っ
た
曲
で
あ
る
。

30

牛

深

ハ

イ

ヤ

節

蟹

江

尾

蜻

三
味
線
：
尾
八
　
尾
乃
八
重

【
熊
本
県
】
天
草
下
島
の
南
端
の
天
然
の
良
港
牛
深
港
は
、そ
の
昔
帆
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
栄
え
た
。こ

の
唄
の
起
源
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、「
ハ
エ
」
は
沖
縄
地
方
の
南
風
の
こ
と
で
、船
が
こ
の
風
に
乗
り
日

本
海
に
出
ら
れ
る
喜
び
の
唄
と
し
て
、酒
盛
唄
と
し
て
も
歌
わ
れ
た
。

31 ◆
◆
◆ 

四
場　

民
謡
う
た
景
色 
◆
◆
◆

佐
賀
万
歳
く
ず
し

栗

原

采

子

三
味
線
：
礼
子
　
尾
蜻

【
佐
賀
県
】
佐
賀
市
を
中
心
に
昔
か
ら
伝
わ
る
目
出
度
づ
く
し
の
祝
唄
で
、垢
抜
け
が
し
て
上
品
な
郷
土

色
の
な
い
歌
詞
で
、軽
妙
さ
が
受
け
て
特
に
持
て
囃
さ
れ
て
い
る
。三
味
線
は
三
下
り
調
で
和
歌
山
県
に

も
全
く
同
じ
唄
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

26

（
  12 
歳
）

南

部

よ

し

ゃ

れ

夏

目

楓

子

三
味
線
：
し
ほ
　
礼
子

【
岩
手
県
】
岩
手
県
の
雫
石
と
花
輪
で
歌
わ
れ
て
い
る
賑
や
か
な
盆
踊
唄
で
「
よ
し
ゃ
れ
」
を
詰
め
て
「
よ

さ
れ
」
と
い
っ
て
い
る
。「
よ
さ
れ
」
の
ル
ー
ツ
は
山
形
の
「
庄
内
節
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、原
調
の
「
庄

内
節
」
が
絶
え
て
い
る
の
で
残
念
で
あ
る
が
、難
曲
に
は
変
わ
り
な
い
。

27

（
17 
歳
）

鹿

児

島

小

原

節

蟹

江

尾

玲

三
味
線
：
尾
馨
　
尾
乃
玉

【
鹿
児
島
県
】
大
正
の
頃
ま
で
、草
牟
田
川
上
流
の
伊
敷
原
良
で
歌
わ
れ
て
い
た
「
原
良
節
」
が
ル
ー
ツ

で
、こ
れ
は
「
安
久
節
」
で
あ
り
、酒
席
、祝
言
、仕
事
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
歌
わ
れ
、お
国
訛
り
が
滲

み
出
て
い
る
二
上
り
の
豪
快
な
唄
で
あ
る
。

32

季節の和菓子　手造りういろ　羊羮　洋菓子

〒467-0806　名古屋市瑞穂区瑞穂通1-28
名古屋博物館北隣　TEL (052) 841-7014

日

高

川

甚

句

蟹

江

風

賀

三
味
線
：
尾
風
　
尾
桃

【
和
歌
山
県
】
歌
舞
伎
で
も
有
名
に
な
っ
た
美
男
僧
安
珍
と
庄
屋
の
娘
清
姫
の
恋
絵
巻
が
テ
ー
マ
で
、宿

場
御
坊（
ご
ぼ
う
）花
街
で
江
戸
時
代
よ
り
歌
わ
れ
た「
そ
う
じ
ゃ
お
ま
へ
ん
か
系
」の
騒
ぎ
唄
で
あ
る
。

33
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岡

崎

五

万

石

蟹

江

尾

桃

三
味
線
：
し
ほ
　
尾
蜻

【
愛
知
県
】
品
格
の
あ
る
端
唄
に
近
い
民
謡
で
、矢
作
川
を
往
来
し
た
船
頭
衆
が
伝
え
た
唄
。「
ヨ
イ
コ
ノ

シ
ャ
ン
セ
」「
シ
ョ
ン
ガ
イ
ナ
」の
囃
し
言
葉
は
、海
の
祝
唄
と
し
て
全
国
に
分
布
し
て
お
り
、そ
れ
に「
江

戸
木
遣
り
」
の
面
影
を
偲
ば
し
、三
味
線
唄
と
な
っ
た
。

36

徳

島

麦

打

唄

蟹
　
江
　
尾
登
弥

三
味
線
：
尾
登
吉
　
礼
子

【
徳
島
県
】
元
来
、陽
旋
で
テ
ン
ポ
も
速
く
歌
っ
て
い
た
が
、現
在
は
麦
打
作
業
も
見
ら
れ
な
く
な
り
、唄

だ
け
が「
よ
し
こ
の
」の
名
手「
お
鯉
」に
よ
っ
て
陰
旋
に
歌
い
変
え
ら
れ
優
美
な
優
し
い
唄
に
変
化
し
た
。

34

五

島

さ

の

さ

蟹

江

尾

紅

三
味
線
：
尾
乃
玉

【
長
崎
県
】
こ
の
唄
は
昭
和
三
九
年
、福
江
市
近
郊
に
住
む
老
婆
の
記
憶
を
も
と
に
し
て
よ
み
が
え
っ
た

唄
で
、「
さ
の
さ
」
は
明
治
三
二
年
頃
か
ら
流
行
し
、当
時
の
花
柳
界
で
は
こ
の
唄
一
色
の
時
代
が
続
き
、

各
地
に
も
そ
の
土
地
の
唄
と
し
て
「
さ
の
さ
節
」
が
広
ま
り
、こ
の
唄
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

35

泰

平

踊

り

蟹

江

馨

雅

三
味
線
：
尾
馨
　
馨
久
　
尾
花

踊
り
：
東
遊
会
社
中

【
宮
崎
県
】
飫
肥
（
お
び
）
地
方
の
古
い
盆
踊
り
唄
で
、藩
主
の
功
績
を
称
え
る
唄
。藩
政
時
代
十
五
才
〜

三
五
才
の
藩
士
の
子
弟
は
、編
笠
、浅
黄
の
し
め
の
着
流
し
、脇
差
に
印
籠
の
姿
で
歌
い
、町
人
た
ち
が

「
泰
平
踊
り
」
を
踊
っ
た
と
い
う
。

40

志
貴
の
庄
よ
し
こ
の

蟹
　
江
　
尾
乃
和

三
味
線
：
尾
乃
玉
　
尾
保
　
尾
紅

【
愛
知
県
】
碧
南
市
は
か
つ
て
、荘
園
時
代
志
貴
の
荘
の
地
名
で
呼
ば
れ
、志
貴
毘
沙
門
天
が
奉
祝
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。こ
の
唄
は
、こ
の
土
地
に
伝
わ
る
「
木
遣
節
」
の
な
か
の
「
鴨
川
」
を
元
に
三
味

線
を
乗
せ
て
座
敷
唄
に
し
た
曲
で
あ
る
。

38

白

浜

音

頭

蟹

江

馨

久

三
味
線
：
尾
馨
　
馨
雅

【
千
葉
県
】
房
総
半
島
の
南
端
に
あ
る
安
房
郡
白
浜
町
（
南
房
総
市
）
は
、真
冬
で
も
菜
の
花
が
咲
く
南
国

情
緒
に
富
ん
だ
土
地
柄
で
、町
の
Ｐ
Ｒ
用
に
作
っ
た
新
民
謡
で
あ
る
。昭
和
四
〇
年
の
吹
き
込
み
に
よ
り

発
表
さ
れ
た
。

37

三

崎

甚

句

蟹

江

礼

子

三
味
線
：
尾
八
　
し
ほ

【
神
奈
川
県
】
三
崎
の
鮪
は
江
戸
時
代
よ
り
江
戸
っ
子
に
歓
迎
さ
れ
、こ
の
地
は
漁
師
相
手
の
遊
郭
が
栄

え
、そ
の
酒
席
で
歌
わ
れ
た
「
二
上
り
甚
句
」
が
こ
の
唄
の
主
流
で
あ
る
。歌
詞
の
「
ト
コ
ラ
ッ
ト
」
の
ト

コ
は
拍
子
だ
が
、ラ
ッ
ト
は
舵
輪
（
船
の
ハ
ン
ド
ル
）
で
あ
る
。

39

〒 496-0004
津島市蛭間町字弁日58−2

一般造園から工場緑化まで　造園設計･施工･監理

TEL（0567）25−1298

…個性美を生かす カットハウス…

ヨ コ ヤ マ
※電話予約承ります。TEL:763−3883
営業時間AM9:00〜PM7:00（安田通2−21）
定休日　毎週火曜日と第2・3月曜日

淡 

海 

節
（
尾
張
馬
方
節
入
り
）

蟹

江

尾

泉

三
味
線
：
尾
八

【
滋
賀
県
】
喜
劇
役
者
の
志
賀
廼
家
淡
海
が
大
正
五
年
に
作
り
、舞
台
で
歌
い
広
め
た
俗
曲
調
座
敷
唄

で
、曲
調
は
「
名
古
屋
甚
句
」
の
手
と
山
口
県
の
「
ヨ
イ
シ
ョ
コ
シ
ョ
節
」
を
加
え
て
、大
正
八
年
に
大
流

行
し
た
。

41
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白　

虎　

隊
（
詩
吟
入
り
）

蟹
　
江
　
尾
登
吉

三
味
線
：
尾
八
　
尾
風

踊
り
：
山
本
薫
松

【
福
島
県
】
昭
和
十
二
年
、藤
山
一
郎
の
唄
、鈴
木
吟
亮
の
詩
吟
で
発
売
さ
れ
た
郷
土
歌
謡
で
、飯
盛
山
で

壮
烈
な
自
刃
を
遂
げ
た
若
者
「
白
虎
隊
」
へ
の
賛
歌
と
し
て
歌
わ
れ
た
、郷
土
愛
あ
ふ
れ
た
唄
で
あ
る
。

42

鶴

来

節

蟹
　
江
　
尾
乃
玉

三
味
線
：
尾
八

【
石
川
県
】
鶴
来
町
は
白
山
比
咩
（
ひ
め
）
神
社
の
門
前
町
で
物
資
も
豊
富
で
賑
や
か
に
栄
え
た
町
で
、こ

の
唄
は
白
山
信
仰
を
詠
っ
た
も
の
が
殆
ど
で
、「
山
中
節
」
に
影
響
さ
れ
て
出
来
た
と
も
言
わ
れ
、白
山
参

詣
の
人
々
に
よ
っ
て
古
く
か
ら
歌
わ
れ
て
き
た
お
座
敷
唄
で
あ
る
。

44

工　　場 名古屋市中川区下之一色町東の切 20 番地
 　TEL〈052〉301 − 8221
 　TEL〈052〉301 − 3599　夜間（FAX 兼用）
日比野店 名古屋市熱田区千代田町 17 番 8 号
 　TEL〈052〉671 − 2005

珍味 ･ 細工蒲鉾 ･ 竹輪 ･ 半平

有限会社　大　　勝
代表取締役　蟹　江　康　生

お　菓　子
喫　　　茶

菓　子　処

〒457−0046
名古屋市南区松池3−21
電話 052−821−6485
FAX 052−825−0770

初

瀬

追

分

蟹

江

し

ほ

三
味
線
：
尾
八
　
礼
子

【
奈
良
県
】
昭
和
の
初
期
、大
阪
の
民
謡
家
井
野
天
籟
（
て
ん
ら
い
）
が
復
活
さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
の
長
谷
寺
に
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
真
言
宗
の
学
僧
の
往
来
に
よ
り
、長
野
県
の
「
馬
方
三
下

り
」
が
交
っ
て
、本
調
子
の
追
分
の
手
法
で
伴
奏
さ
れ
る
お
座
敷
唄
が
生
ま
れ
た
。

43

潮
来
あ
や
め
踊
り

蟹

江

尾

馨

三
味
線
：
尾
八

【
茨
城
県
】
潮
来
は
江
戸
時
代
に
は
奥
州
か
ら
中
山
道
に
通
じ
る
要
所
と
し
て
、ま
た
三
社
詣
で
の
人
々

で
大
変
賑
わ
い
、妓
楼
が
立
ち
並
ん
で
、絃
歌
が
絶
え
な
か
っ
た
。こ
の
唄
は
そ
の
水
郷
情
緒
の
中
心
と

し
た
有
名
な
潮
来
の
お
座
敷
唄
。潮
来
の
遊
女
た
ち
が
踊
っ
た
「
あ
や
め
踊
り
」
の
地
（
ぢ
）
に
「
潮
来
甚

句
」
と
共
に
歌
わ
れ
て
い
る
。

46

お

蔭

ま

い

り

蟹

江

尾

風

三
味
線
：
尾
八

【
熊
本
県
】
熊
本
市
花
園
町
に
あ
る
日
蓮
宗
の
名
刹
で
、加
藤
清
正
の
菩
提
寺
「
発
星
山
本
妙
寺
」
に
因
む

唄
で
、参
詣
の
様
子
を
歌
っ
た
も
の
。曲
は
「
大
津
絵
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、中
途
か
ら
地
口
風
の
囃
し
が

つ
く
の
が
特
徴
で
、「
雁
木
」
と
は
階
段
の
こ
と
。

45

休
憩

 15 
分

ご
来
賓
祝
辞

名
古
屋
市
医
師
会
監
事
　
医
学
博
士
　
蟹
江
尾
八
会
顧
問

美
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

竹

田

光

彦

小

川
　
　

潔
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祝

後藤　武
第21 回　蟹江尾八会

第
二
幕
　
絃
の
奏
で
合
い
「
名
取
三
味
線
四
部
合
奏 

箏
と
共
演
」

三
味
線
編
曲
：
千
藤
幸
蔵
　
　
箏
編
曲
：
野
村
祐
子

筝
：
野
村
祐
子
と
正
絃
社
合
奏
団
　
笛
・
尺
八
：
沢
田
順
二
　
鳴
物
：
望
月
左
登
貴
美

伝統美術陶芸
　手 し ご と の 館

やかた

　陶芸ギャラリー山文

〒507-0814 岐阜県多治見市市之倉町8丁目
 電話〈0572〉22−3774
 FAX〈0572〉22−8805

月

の

う

た

四

題

47

尾

鷲

節

48

木

曽

節

49

蟹
江 

尾
保

蟹
江 

尾
乃
八
重

蟹
江 

尾
登
吉

蟹
江 

尾
乃
玉

蟹
江 

し
ほ

蟹
江 

尾
八

蟹
江 

尾
馨

蟹
江 

尾
泉

蟹
江 

礼
子

蟹
江 

尾
風

蟹
江 

尾
蜻

蟹
江 

尾
登
弥

蟹
江 

尾
桃

蟹
江 

尾
乃
和

蟹
江 

尾
紅

蟹
江 

馨
雅

蟹
江 

馨
久

蟹
江 
尾
玲

蟹
江 
尾
花

蟹
江 

尾
栄

蟹
江 

風
賀

（舞台前列よりの並び順）

筝：野村祐子と正絃社合奏団

望
月 
左
登
貴
美（
鳴
物
）

沢
田 

順
二（
笛
・
尺
八
）

第
三
幕
　
粋
な
浮
世
の
糸
し
ら
べ
「
端
唄
と
俗
曲
」

筝
：
野
村
祐
子
　
笛
：
沢
田
順
二
　
鳴
物
：
望
月
左
登
貴
美

縁

か

い

な

蟹

江

礼

子

三
味
線
：
尾
八
　
し
ほ 

（
替
手
）

元
唄
は
明
治
六
年
ご
ろ
で
き
た
「
四
季
の
緑
」
で
、そ
れ
を
明
治
二
二
年
、徳
永
里
朝
が
東
京
の
高
座
で

歌
い
復
活
さ
せ
た
俗
曲
。夏
の
江
戸
で
人
気
を
呼
ん
だ
、隅
田
川
両
国
橋
あ
た
り
の
打
上
げ
花
火
を
歌

い
、「
玉
屋
」「
鍵
屋
」
の
庶
民
の
歓
声
を
思
わ
せ
る
。

50

お

伊

勢

ま

い

り

蟹

江

尾

栄

三
味
線
：
尾
八

江
戸
時
代
に
広
く
親
し
ま
れ
た
小
唄
で
、江
戸
時
代
の
庶
民
に
と
っ
て
「
一
生
に
一
度
は
お
伊
勢
参
り

を
」
と
念
願
で
あ
り
、お
伊
勢
参
り
の
様
子
を
歌
っ
て
い
ま
す
が
、さ
ま
ざ
ま
な
替
唄
が
作
ら
れ
、芝
居

の
題
材
な
ど
を
詠
い
込
ん
だ
も
の
が
多
く
歌
わ
れ
て
い
る
。

51

茄

子

と

南

瓜

蟹

江

尾

花

三
味
線
：
尾
八
　
尾
風

踊
り
：
園
　
藤
裕

江
戸
端
唄
に
は
艶
も
の
や
四
季
も
の
、ま
た
滑
稽
な
も
の
な
ど
社
会
を
風
刺
し
た
曲
も
多
岐
に
わ
た
り

歌
わ
れ
、こ
の
曲
は
世
間
に
よ
く
あ
る
地
主
と
借
家
人
の
も
め
事
を
面
白
お
か
し
く
表
現
し
て
い
る
。

52



3233

か

っ

ぽ

れ

蟹

江

尾

保

三
味
線
：
尾
八
　
尾
乃
玉

願
人
坊
主
の
豊
年
斎
梅
坊
主
が
、巨
万
の
富
を
得
た
「
紀
国
屋
文
左
衛
門
」
の
真
似
を
し
て
、白
い
着
付

に
、浅
葱
色
の
投
頭
巾
、赤
い
鼻
緒
の
つ
っ
か
け
草
履
の
扮
装
で
一
団
と
な
り
、万
燈
を
か
つ
ぎ
「
吉
原
」

で
踊
っ
た
こ
と
が
流
行
の
始
ま
り
で
、明
治
一
〇
年
の
頃
で
あ
る
。

53

春

は

う

れ

し

や

蟹
　
江
　
尾
登
吉

三
味
線
：
尾
八
　
尾
泉

明
治
二
九
年
京
都
の
祇
園
で
歌
わ
れ
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、京
の
四
季
を
詠
い
込
ん
だ
曲
。二
番
の
「
鳴

海
の
浴
衣
」
は
、有
松
の
木
綿
の
絞
り
で
全
国
的
に
有
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

55

せ
つ
ほ
ん
か
い
な

蟹
　
江
　
尾
乃
玉

三
味
線
：
尾
八
　
尾
馨

江
戸
の
流
行
り
唄
が
各
地
へ
伝
わ
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
が
、こ
の
唄
は
徳
島
県
の
民
謡
「
せ
き
ぞ
ろ
」
が

江
戸
に
伝
え
ら
れ
た
め
ず
ら
し
い
曲
。「
せ
き
ぞ
ろ
」
は
節
季
候
（
せ
っ
き
は
歳
末
）
の
こ
と
で
、内
容
は

義
経
と
静
御
前
の
恋
を
歌
い
、最
後
に
め
で
た
さ
も
感
じ
ら
れ
る
。

56

御
所
車
（
香
に
迷
う
）

蟹
　
江
　
尾
乃
端

三
味
線
：
尾
八

踊
り
：
園
　
泉
友

園
　
藤
春

「
御
所
車
」
と
い
う
上
方
端
唄
が
江
戸
に
入
り
「
香
に
迷
う
」
と
曲
名
を
変
え
、弘
化
か
ら
安
政
（
一
八
〇
〇

年
代
中
頃
）
に
流
行
し
た
。新
春
の
華
や
か
さ
の
中
に
し
っ
と
り
と
し
た
味
が
あ
り
、歌
意
は
、懸
想
文
と

薄
氷
、さ
ら
に
百
夜
通
い
「
雪
に
思
い
の
深
草
の
」
の
素
材
を
繰
合
せ
な
が
ら
、男
女
の
情
け
を
濃
厚
に

描
い
た
曲
で
あ
る
。

54

祝

〒467-0002　名古屋市瑞穂区川澄町3丁目26番地の1
TEL 〈052〉841−6235

や な せ 歯 科 医 院
事務所／〒490-1224　あま市丹波字南屋敷74番地
　　　　TEL:（代）052-444-5388　TEL&FAX:052-444-2267
工　場／〒492-8325　稲沢市西島東町22番地
　　　　TEL:0587-36-6007

県知事許可（般-4）第50241号

有

明

蟹

江

尾

風

三
味
線
：
尾
八

「
有
明
」
と
は
、空
に
月
が
あ
る
の
に
夜
が
明
け
る
こ
と
だ
が
、こ
こ
で
は
夜
通
し
枕
も
と
に
灯
す
菜
種

油
の
行
燈
を
い
う
。明
治
三
〇
年
ご
ろ
流
行
し
た
曲
で
、死
ぬ
る
覚
悟
で
来
た
の
は
男
性
で
、菜
種
油
は

女
性
と
思
わ
れ
奇
抜
な
内
容
で
あ
る
。

57

白

酒

蟹

江

尾

馨

三
味
線
：
尾
八

踊
り
：
園
　
藤
泉

出
典
は
謡
曲
の
「
羽
衣
」
で
、一
中
節
の
「
松
羽
衣
」
を
基
に
作
ら
れ
た
。古
来
伝
説
の
長
寿
の
人
物
が
綴

ら
れ
「
高
砂
」
と
と
も
に
祝
儀
唄
と
さ
れ
て
い
る
。中
の
「
東
方
朔
」
は
前
漢
、武
帝
に
仕
え
、伝
説
で
は

西
王
母
の
桃
を
盗
食
し
、死
ぬ
こ
と
を
得
ず
長
寿
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
と
伝
え
る
。

58

梅

は

咲

い

た

か

蟹

江

し

ほ

三
味
線
：
尾
八
　
礼
子 

（
替
手
）

歌
詞
も
節
も
そ
つ
が
な
く
万
人
に
好
ま
れ
た
名
曲
で
、浮
き
浮
き
と
さ
せ
ら
れ
た
そ
の
曲
節
に
は
、自
然

と
手
振
り
身
振
り
を
誘
う
。こ
の
唄
は
、花
の
吉
原
で
は
「
道
行
唄
」
と
し
て
、宴
席
で
よ
く
歌
わ
れ
た
。
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芭

蕉

布

蟹

江

し

ほ

蟹

江

礼

子

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ラ
オ
ケ

踊
り
：
渡
辺
美
智
子

島
尻
節
子

松
川
苗
子

60

飼　料　　雑　穀　卸

篠田商事株式会社
〒448-0853　刈谷市高松町2の17

TEL：0566−21−4371
FAX ：0566−21−4373

第
四
幕
　
特
別
出
演
　
語
り
継
ぐ
う
た
の
心

◆
◆
◆ 

一
場　

宮
古
島
旅
の
思
い
出 

◆
◆
◆

謙

良

節

村

井

哲

鷲

尺
八
：
沢
田
順
二

61

福

光

め

で

た

沢

田

順

二

三
味
線
：
尾
馨
　
尾
泉
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柳

の

雨

藤

本

秀

諭

三
味
線
：
藤
本
秀
諭
沙
　
藤
本
秀
諭
世
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新

内

歌

行

燈

斎
　
　

千

龍

弾
語
り

踊
り
：
牧
野
法
子

64 ◆
◆
◆ 

二
場　

う
た
絵
巻
つ
れ
づ
れ 
◆
◆
◆

箱

根

馬

子

唄

森
　
　
　
信
佐
句

尺
八
：
沢
田
順
二

65
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「
京
の
四
季
」
の
替
唄
で
、明
治
末
期
か
ら
博
多
の
花
柳
界
で
盛
ん
に
歌
わ
れ
た
お
座
敷
唄
で
、陽
気

な
博
多
気
質
が
感
じ
ら
れ
る
。曲
は
「
三
下
り
」
調
子
で
作
ら
れ
、音
階
的
に
は
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、

「
大
津
絵
節
」
の
流
れ
を
持
っ
て
い
る
。

博

多

の

四

季

66

文
久
（
一
八
六
二
〜
一
八
六
四
）
頃
の
流
行
で
祇
園
で
遊
ん
で
い
た
、儒
教
の
学
者
「
中
島
棕
隠
」
の

作
詞
で
あ
る
。京
都
祇
園
を
中
心
に
、東
山
や
圓
山
の
風
物
詩
を
詠
い
込
み
、優
雅
な
曲
想
で
あ
る
。

京

の

四

季

67

名古屋市熱田区六番三丁目10番3号　TEL ＜052＞651-8211

治具、専用機、装置、部品

株式会社

二葉精器製作所
生産品目

◆
◆
◆ 

三
場　

蟹
江
尾
八
の
弾
語
り
「
四
季
を
う
た
う
」 

◆
◆
◆

筝
：
野
村
祐
子

フ
ィ
ナ
ー
レ

尾

州

音

頭

作
詞
：
蟹
江
紀
嘉

作
曲
：
蟹
江
尾
八

68蟹
江
尾
八
会
の
唄

 

尾
州
音
頭

ハ
ァ 

尾
張
名
古
屋
で　

産
声
上
げ
て

 

伊
吹
お
ろ
し
の　

心
地
よ
さ

 

朝
な
夕
な
に　

く
　

ア
ァ　

唄
声
高
く

 

老
い
も
若
き
も　

チ
ョ
イ
ト
チ
ョ
イ
ト
チ
ョ
イ
ト　

う
た
や
ァ
せ

ハ
ァ 

空
も
晴
れ
や
か　

御
嶽
の
山
に

 

白
き
雪
の
嶺　

眺
む
れ
ば

 

心
さ
わ
や
か　

く
　

ア
ァ　

気
も
高
ら
か
に

 

連
れ
立
ち
励
む　

チ
ョ
イ
ト
チ
ョ
イ
ト
チ
ョ
イ
ト　

う
た
や
ァ
せ

ハ
ァ 

名
古
屋
ば
や
し
に　

心
も
は
ず
む

 

そ
ろ
い
浴
衣
の　

意
気
な
こ
と

 

夜
更
け
の
星
の　

く
　

ア
ァ　

ま
た
た
き
受
け
て

 

今
宵
も
踊
る
よ　

チ
ョ
イ
ト
チ
ョ
イ
ト
チ
ョ
イ
ト　

う
た
や
ァ
せ

ハ
ァ 

名
古
屋
名
ど
こ
ろ　

熱
田
の
杜
に

 

ひ
び
く
歓
喜
の　

名
調
子

 

名
物
甚
句
に　

く
　

ア
ァ　

え
も
酔
い
し
れ
て

 

故
郷
愛
で
る　

チ
ョ
イ
ト
チ
ョ
イ
ト
チ
ョ
イ
ト　

う
た
や
ァ
せ

作
詞　

蟹　

江　

紀　

嘉

作
曲　

蟹　

江　

尾　

八
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〒470-0131　愛知県日進市岩崎町西ノ平64-2
TEL：（0561）73-0548　　FAX：（0561）73-0612

代表取締役　 小 林 　貞雄

有限
会社

一般建築　愛知県知事許可（2）第49263号

タオル　寝具　総合卸

本社 名古屋市中区丸の内1丁目14番26号
 TEL:052-201-3446（代）　FAX:052-211-5120

岩倉配送センター 岩倉市大地町深田25番地
 TEL:0587-66-2651（代）　FAX:0587-66-5052

蟹　江　信　江
名古屋市中川区尾頭橋二丁目5番15号

TEL〈052〉331−4546

祝

和菓子・洋菓子製造販売

Sweet Studioラマンは
お客様の笑顔を創造（クリエイト）する工房

（スタジオ）として、安全な工場で独創的な
商品の開発を目指しています。

〒490-1144
愛知県海部郡大治町大字西條字苅屋橋63-1
TEL：052-442-6000

　

アイセイ運輸　株式会社
　

〒461−0012 名古屋市東区相生町27番地の1
TEL〈052〉932−1308

〒467-0014　名古屋市瑞穂白羽根町2-50-1
TEL(052)858-6366　FAX(052)858-6367

不動産鑑定士　牧 野 　 敦 愛知県知事登録（1）第304号

不動産を購入･売却する場合、相続、贈与などで適正な価格が必要な場合の、土地（宅地、農地、山林、
借地権、低地）、建物（住宅、マンション等）の価格の評価業務。賃貸借に伴う適正賃料の評価業務。

白羽根不動産鑑定所不動産の鑑定評価
コンサルティング業務

要予約

〒446-0065 安城市大東町17－8

TEL：0566－72－0390
http://www.sakura-saryou.com
e-mail:anjou@sakura-saryou.com
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新車・中古車販売

株式会社　ハ ル キ ン
 〒486-0803 春日井市西山町字西ノ割1535番地
  TEL〈0568〉56−2121(代)
  FAX〈0568〉56−2100(代)

〒466-0022　名古屋市昭和区塩付通1-40-1
　　　　　　　　（ショッピ･エコー横）

TEL（052）731-8883
■定休日／水曜日　　■営業時間／AM.9:00～PM.7:00

社団法人 愛知県宅地建物取引業協会会員
免許番号 愛知県知事（12）第5719号

〒4 6 6 - 0 8 4 2
名古屋市昭和区壇渓通二丁目1 8番地
TEL  :  ( 0 5 2 ) 8 3 4 - 3 3 6 1
FAX  :  ( 0 5 2 ) 8 3 4 - 3 3 6 3
e - m a i l  :  fujisyou@gw8.gateway.ne.jp

代表取締役

村 井 欣 宏

ＬＰガス・白灯油・住宅設備機器
ガス器具一式・固型燃料・外一式

高　松　燃　料
〒447-0874　碧南市作塚町1丁目46番地　電話  0566−41−1636

〒467−0005　名古屋市瑞穂区石川町2−4
TEL.052−853−1211　　FAX.052−853−2266

http://www.j-dol.com/dr/kondou/

院　長  近藤　昌嗣

コンドウ歯科

石 川 橋 店
〒466-0843　名古屋市昭和区菊園町4－22

（菊園町4丁目バス停前）
電話（052）851－1036

呉　服

祝
詩吟北辰神桜流　桜 楠 会

伊 藤 楠 精
名古屋市瑞穂区高田町1−22
TEL:(052) 852−8202
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ワンルーム・マンション

現地

滝子 桜山

昭和郵便局

市大病院

デイリー
ヤマザキ

蟹江尾八会
本部

瑞穂通一丁目

名古屋市
博物館

さ　ん　　　け　い　　　　や

〒467-0002
名古屋市瑞穂区川澄町3の25
TEL：052-851-9366

祝　第21回　蟹江尾八会

蟹 江 尾 泉 会
会主 　 蟹 江 尾 泉

名古屋市千種区春岡2−19−11
TEL：052−752−7030

〒474-0073
大府市東新町3-1-1　コープ野村 B-117
TEL：0562－48－8490

蟹 江 尾 花 会
（ お 　 ば 　 な ）

会主　蟹 江 尾 花

第21回　蟹江尾八会祝

祝
多 治 見 教 室 一 同

蟹江尾乃玉　蟹江尾保　蟹江尾乃和　蟹江尾紅
岐阜県多治見市平和町8-12-1（柴田五保子）

TEL:0572-22-7638

祝　第21回　蟹江尾八会

美 和 教 室 一 同
指導　蟹江尾風

指導日／木曜日
あま市木田五反田5-43

＜連絡先＞TEL:0561-55-3387（竹田育代）

祝
第21回　蟹江尾八会

秋 葉 教 室 一 同
（瑞穂通り秋葉神社内）

祝　第21回　蟹江尾八会

師 範 　 蟹 江 尾 保
　 　 　 柴 田 五 保 子

岐阜県多治見市平和町8−12−1
TEL：0572−22−7638
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祝
第21回　民謡と端唄　蟹江尾八会

蟹 江 尾 乃 端

蟹　

江　

尾
乃
端

蟹　

江　

尾　

泉

蟹

江

尾

馨 

梶

田

清

香 

蟹

江

尾

風

蟹　

江　

尾
乃
玉 

蟹　

江　

尾
登
吉 

蟹

江

孝

子 

山

内

英

子 

蟹　

江　

亜
伊
子

今　

坂　
　

佐
子

蟹

江

尾

保

池

本

雅

也

谷

口

英

夫

森　
　
　

佐
利
志

西

村　
　

勲

蟹

江

尾

蜻

蟹　

江　

尾
乃
八
重

蟹

江

尾

花 

蟹

江

風

賀 

蟹　

江　

尾　

泉

蟹　

江　

尾
乃
玉 

蟹　

江　

尾
乃
和

蟹

江

尾

紅

蟹　

江　

尾
登
吉 

開

本

孝

子

大
河
内　

順　

子

安

本

絹

子 

蟹

江

尾

花 

蟹

江

風

賀 

蟹

江

尾

蜻

蟹　

江　

尾
乃
八
重

大
会
役
員

大
会
委
員
長 

大
会
副
委
員
長 

会

計 

会

計

補

佐 

総

務 

 

受

付 

舞
台
進
行
係

（
舞
台
下
手
側
）

舞
台
進
行
係

（
舞
台
上
手
側
）

舞
台
進
行
係

（
消
し
込
み
） 

楽
屋
係
1
0
9
号 

楽
屋
係
1
1
0
号 

楽
屋
係
1
1
1
号 

楽
屋
係
1
1
2
号 

楽
屋
係
（
床
山
）

楽
屋
係
（
控
室
）

地
下
楽
屋
係

会

場

係

伊

藤

幸

子

横

倉

春

代

梶

田

清

香

渡

辺

美

鈴 

蟹　

江　

尾
登
吉

新

川

咲

子

柴

田

雅

代

蟹

江

尾

風

山
と
や 

山
本
憲
司 

師

範 

接

待

係

着

付

け

係 

生

花

係

調

弦 

（
　
は
責
任
者
で
す
）
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蟹江尾八会 教室のご案内民謡・端唄・三味線・津軽三味線 蟹江尾八会 教室のご案内

津軽三味線教室 指　導　蟹江　尾八

本部教室 指　導　蟹江　尾八

〒467-0002　名古屋市瑞穂区川澄町3-24-5
TEL／FAX：（052）853-0261
URL：http://bihachi.jp/
e-mail：kanie@bihachi.jp

月・火・水・金曜日　AM10:00～PM10:00

子供教室（本部内） 指　導　蟹江　しほ

至今池

桜山

クック瑞穂
三嶋屋

若雀

名古屋市立
大学病院

昭和郵便局

瑞
穂
通
り

至
高
辻

至
石
川
橋

市立博物館

市バス
Ｐ

地下鉄桜山　　出口4

蟹江尾八会本部

市バス博物館終点

【地下鉄】桜通線桜山駅より徒歩４分
 （桜山駅④番出口より南へ２筋目を左折、100ｍ先信号を越え、30ｍ右側）

【市バス】博物館行き終点下車徒歩１分

ア
ク
セ
ス

熱田の森文化センター教室 講師　蟹江 尾八　蟹江 尾馨

名古屋市熱田区神宮3-6-24
（名鉄パレ百貨店神宮6Ｆ　熱田の森文化センター）

  民謡（唄） 月曜日 10:00～12:00　受講料 13,500円（3ヶ月）　持ち物：筆記用具
  民謡（三味線） 月曜日 13:00～15:00　受講料 15,000円（3ヶ月）　持ち物：撥・膝ゴム・指すり

（052）683-2323

豊橋支部教室 指　導　蟹江　尾八
豊橋市魚町115（安海熊野社内）
木曜日（月3回）AM10:00～

（052）853-0261（蟹江 尾八）

秋葉神社教室 指　導　蟹江　尾八
名古屋市瑞穂区瑞穂通 （052）853-0261（蟹江 尾八）

可 児 支 部 指　導　蟹江　尾乃玉
岐阜県可児市二野1553-3 （0574）63-6697（奥村　牧子）

多治見支部 指　導　蟹江　尾八／蟹江　尾乃玉
岐阜県多治見市平和町8-12-1 （0572）22-7638（柴田五保子）

尾張旭支部 指　導　蟹江　尾風
尾張旭市白鳳町1-1 （0561）55-3387（竹田　育代）

美 和 支 部 指　導　蟹江　尾風
あま市木田五反田5-43 （0561）55-3387（竹田　育代）

緑 　 支 部 指　導　蟹江　尾登吉
名古屋市緑区鳴海町字伝治山1-5-3-10 （052）891-9237（迫田ひさ子）

千 種 支 部 指　導　蟹江　尾泉
名古屋市千種区春岡2-19-11 （052）752-7030（古茂田　滋）

大 府 支 部 指　導　蟹江　尾花
大府市東新町3-1-1 コープ野村B棟117

（0562）48-8490
（090）1988-8157（後藤　町美）

随時入門いただけます！！随時入門いただけます！！
・三味線を始めてみたいけど、続くか心配されている方。
・唄は好きだけど、声が民謡や端唄に向いているか不安な方。
・一度見学や体験をしてから考えたい方。

お気軽に一度
ご連絡下さい！！

小 牧 支 部 指　導　蟹江　尾馨
小牧市大字大草4425 （090）8736-7843（梶田千鶴子）

（0568）79-2462
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企 画

構成・演出

演 奏 指 導

音 響

照 明

美 術

舞 台 監 督

司 会

監 修

第21回　蟹江尾八会
制作スタッフ

お客様へのお願い

・演奏中のお出入りは、他のお客様のご迷惑となりますのでご遠慮ください。

・演奏中の私語は、他のお客様のご迷惑となりますのでご遠慮ください。

・客席内でのお飲み物・お食事等は、禁止されておりますので所定の場所にてお願い

します。

・開演中に、携帯電話・時計のアラーム音等を鳴らさないよう気を付けてください。

・席をお立ちになる時は、必ず携帯品をお持ちください。

記
プログラム編集にあたり、広告のご協力いただ
きました皆様方には厚くお礼申し上げます。
御芳名に誤字、脱字等がございましたら悪しか
らずご容赦下さいますようお願いいたします。

第 2 1 回公演実行委員会
蟹 江 尾 八
蟹 江 尾 八 と 師 範 会
岡 野 憲 右 （ザ･イアーズ）
斎 藤 　 茂 （デ ラ イ ト）
四 絵 夢
尾 関 雄 三
小 島 範 子
蟹 江 尾 八

至岐阜 至犬山 至大曽根至中村公園

名
古
屋
駅

新
幹
線
・
Ｊ
Ｒ

山
王

名
鉄

錦通 地下鉄東山線

地下鉄桜通線

栄

広小路通
矢場町

上前津

東別院

若宮大通

伏
見

名古屋

丸
の
内

地下鉄鶴舞線

山王通

名鉄本線
JR中央線

JR東海道線JR東海道線
金山駅

至名古屋港 至熱田神宮

至新瑞橋

至名古屋港

至
鶴
舞
公
園

至
豊
田

至
藤
ヶ
丘

至
豊
橋

音楽
プラザ

地下鉄金山
アスナル
金山

19
号
線

大須観音

地
下
鉄
名
城
線

桜通
久屋大通

中京大学文化市民会館 付近のご案内
　　（名古屋市民会館）

◆公共交通機関の御利用を◆
JR東海…金山駅下車
名　鉄…名古屋本線金山駅下車
地下鉄…名城線金山駅下車　地下連絡路あり
市バス…金山駅下車北へ徒歩3分

徒歩５分

名古屋市中区金山一丁目5番1号　TEL : 052-331-2141

中京大学
文化市民会館






